


響灘ホップの会について 

■目的 

ホップを育てる過程からビール醸造・頒布、その他ホップを使った特産品の計画からユーザ

ーの手元に渡るまでの様々な段階を通して、北九州市内で、ホップ生産者・醸造会社・販売店・

関連企業・市民・行政などが一緒になったネットワーク（響灘ホップの会）の構築により、新しい

文化を醸造・醸成し、北九州らしい第６次産業をけん引し、北九州市の SDGs活動に繋げるこ

とを目的とする。 

 

■これまでの経緯 

２０１９年  響灘ビオトープに緑のカーテンとしてホップを 

植えたところ、ビール等の原料となる毬花が 

できたことから、若松産のホップを使った 

地ビールを作ろうと、同年１２月に 

「響灘ホップの会」を結成 

                               

 

２０２０年   地元農家（田中農園）などの協力によりホップの 

栽培を開始し、８月に約７ｋｇのホップを収穫 

銘柄を「HIBIKI Fresh Hops 若松エール」と 

決定し、９月に発売開始 

約４,２００本が即日完売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年  栽培協力者が９か所に拡大し、前年度から大幅増となる 

約４４ｋｇのホップを収穫 

若松産ホップを使った地ビールの第２弾「若松ラガー」、第３弾   

「井筒屋限定若松ホップ使用ヴァイツェン」を１１月に発売 

また、ホップを使った化粧品やスイーツの開発に着手 

 

 

響灘ビオトープでのホップ栽培 

田中農園でのホップ栽培 

醸造作業の様子 若松エール 

若松ラガー 

響灘ホップの会 
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２０２２年  若松に新規開校した「くきのうみ小学校」 

の記念事業の 1つとしてホップを栽培。 

アップサイクルとして規格外のホップを 

使ったヘア化粧品を開発、販売。醸造後の 

絞り粕（麦芽粕）を小麦粉の代替として 

コッペパンを作成し、一部の小学校に提供。 

上下水道局とコラボし、日明浄化センターで 

収穫した「じゅんかん育ち※２」のホップを 

原料に、井手浦浄水場で栽培したわさびを隠し味にした新感覚の地ビールを製

造・販売 

※１「Kitakyushu ダブリュー」とは 

官民連携、上下水道など様々な組み合わせ（ダブル）の特色を活かして醸造（ブリュー・Brew）した地ビール 

※２「じゅんかん育ち」とは 

下水再生水や下水汚泥からつくった肥料で育てた農作物（下水道発食材）の愛称 

国土交通省では、下水道資源を農作物の栽培等に有効利用する取組を推進しており、安全で美味しい 

食材として全国各地で注目 

 

■響灘ホップの会のメンバー 

【企画】 北九州ビオトープ・ネットワーク研究会、福山コンサルタント、 

エコプラン研究所 

【ホップ栽培】 若松田中農園、坪根農園、赤崎市民センター、ビオトープ自由ケ丘

（九州共立大学）、北九州市立大学ひびきのキャンパス、 

折尾幼稚園、自由ケ丘幼稚園、日明浄化センター、JR小倉駅、 

響灘ビオトープ（デモンストレーション栽培） 

【ビール製造】 門司港レトロビール 

【ビール販売】 門司港地ビール工房、地酒処田村本店、Shimada酒店、 

港の酒屋みつばや、産直市場海と大地、井筒屋 他 

【ビール販促等支援】  ギラヴァンツ北九州、若松で音楽を聴く会（若松鉄人ジャズ）、 

アミュプラザ小倉 

【ヘア化粧品開発、販売】 美容薬理、パルセイユ 

 

■2023年の活動 

・ホップ栽培     9か所で栽培 

・栽培実証試験   日明浄化センターでは、じゅんかん育ち栽培は継続し、 

新たに鉄鋼スラグを原料とする肥料によるホップ栽培。 

市制 60周年記念ラベルの地ビールを製造・販売予定（9/30）。 

・AMU小倉コラボ 小倉駅開業 25周年を記念し、小倉駅で栽培したホップを使った 

オリジナルラベルの地ビール製造・販売予定（9/30）。 

 ・市制６０周年記念事業 北九州産ホップによる SDGsまちづくり 

（収穫体験、北九州産ホップの地ビール試飲会（9/23）） 

・地元イベント    若松みなとまつりにおいて出展販売予定（10/29）。 

Kitakyushu ダブリュー※１ 
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